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専門は、神経科学。高次脳機能を実現する神経回路の柔軟性に関心をもつ。 

ニホンザルをもちいて 

大脳記憶メカニズムに迫る  
竹田 真己（順天堂大学） 

 私たちの日常生活は、脳の複雑な働きによって支えられています。では、この脳の働きというの

は一体どのようなものなのでしょうか？こうした疑問にアプローチするためには、人間と非常に近い

ニホンザルを用いて研究を行うことが大変有意義です。 

 私たちは、自身の持つ記憶がどのくらい確かなものかといった判断を行うことが出来ます。こうし

た高次認知プロセスは“メタ記憶”と呼ばれていますが、この脳内メカニズムは全く分かっていま

せんでした。そこで、ニホンザルに、メタ記憶に基づく記憶の確信度判断を行わせ、その脳内メカ

ニズムを機能的磁気共鳴画像法によって明らかにしました。さらに、薬理学的手法を用いて、こ

のメタ記憶脳内ネットワークを不活性化すると、記憶の確信度判断が正しく行うことが出来なくな

ることを見つけました。 

 本講演では、他の実験動物では研究が難しいメタ記憶についての最新知見を紹介し、神経科

学研究におけるニホンザルの重要性について議論したいと思います。 

図の説明  

私たちは、過去の経験を

思い出すときに、その記

憶の確からしさを判断す

ることが出来ます。この能

力は“メタ記憶”と呼ばれ

ます。本講演では、メタ

記憶を司る大脳前頭葉

中枢領域を機能的磁気

共鳴画像法と薬理学的

手法を用いて同定した研

究成果を紹介します。 


